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市 長 あ い さ つ

自治会活動功労者感謝状贈呈式が行われました自治会活動功労者感謝状贈呈式が行われました

　『自治会活動功労者感謝状贈呈式』が、平成27年１月31日（土）、相模原市民会館で行われ、
22地区の各自治会連合会から推薦された53名の方が市長から感謝状の贈呈を受けました。
　受賞者は、下記の方々です。

　感謝状を贈呈させていただきます53名の皆様方におかれましては、
長年にわたり自治会活動に取り組まれ、明るいまちづくりと福祉の向上、
市政の進展のためにご尽力賜り、誠にありがとうございました。
　受賞者をはじめ各自治会の皆様方におかれましては、防災・防犯・
地域福祉・環境美化・地域コミュニティの活性化など地域のまちづく
りのために中心的な役割を担っていただいております。お互いに支え
あい、助け合い、人と人との絆を大切にする活動は、温かく暮らしや
すい地域づくり、ふるさとづくりにつながるものと考えております。
　本市ではこれまでも自治会の皆様と、あらゆる場面で連携・協力を
しながら、まちづくりを進めてまいりました。

　自治会への加入促進や活性化に向けても、市自治会連合会との基本
協定や、不動産関係団体を交えての協定を締結させていただくなど
様々な取組を行わせていただいております。各地区連・各単位自治会
の皆様におかれても、これらの協定の締結を契機とされ、自治会加入
促進に向けた取組の充実を図っていただいております。
　市民協働推進条例に掲げる「皆で担う地域社会」を実現し、市民主
体のまちづくりを推進していくためには、地域の要である自治会の
皆様のお力添えやご活躍が不可欠であり、引き続き、ご理解ご協力を
賜るようお願い申し上げます。
 （市長あいさつ抜粋）

　『自治会活動功労者感謝状贈呈式』が、平成27年１月31日（土）、相模原市民会館で行市民会相模原土） 会館で会民会民市民模原市民原市模模模模（土 、相模相模、 会民会民会 で館で会館館会会館市民民会民民民模原市民民民市原市原市原模模模（土）、相模模相模、相土 民会
22地区の各自治会連合会から推薦された53名の方が市長から感謝状の贈呈を受けました受の贈呈謝 け受け贈 受贈呈を受呈を呈贈贈贈感謝状の贈の状の状状謝 呈を受けまけまけ受けけ受けの贈呈をを呈呈を贈呈贈贈感謝状の贈の贈状の

おめでとうございます。
　　市長から感謝状が贈呈されました。
おめでとうございます。
　　市長から感謝状が贈呈されました。
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　地域には、防犯・防災・交通安全・環境美化等、様々な課題がありますが、
これらの課題は住民相互の理解と信頼のうえにたった連携と協力により解決する
ことが可能であると考えております。しかし、解決する過程の中では相模原市の
支援と協働による取組が重要であるため、平成26年10月29日（水） 政策要望書の
提出を行いました。
　当日は、相模原市長をはじめ、副市長などと安全安心なまちづくりや地域活動
環境の改善などについて活発な意見交換を行いました。今後も時期を捉え、この
ような要望活動を続けてまいりたいと考えております。

１　安全・安心のまちづくり
　⑴ 道路危険箇所の改善について
　⑵ 河川危険箇所の改善について
　⑶ 防犯対策・犯罪の抑止力としての防犯カメラの
　　 早期導入・設置について
　⑷ 道路上に覆い被さった樹木等の対応について

２　活動環境の改善
　⑴ 学校のグラウンド開放について
　⑵ 地域活動環境の充実について

３　市との協働の推進
　⑴ 地域活動に携わる職員体制について 

政策要望書を提
出いたしました

！要　望　事　項

政策要望書は、相模原市自治会連合会ホームページにてご覧いただけます。 相模原市自治会連合会 検索

11月27日（木）　相模大野駅北口ペデストリアンデッキ

12月１日（月）　相模原駅南口ペデストリアンデッキ 12月12日（金）　橋本駅北口ペデストリアンデッキ

自治会加入促進重点キャンペーンを実施しました！

　11月15日（土）から12月14日（日）までの１か月間を自治会加入促
進の重点キャンペーン期間として、相模原市役所本庁舎、緑区・南区合
同庁舎、各まちづくりセンター、各公民館、市内の駅頭へ横断幕・のぼ
り旗等の掲出を行いました。また、相模大野駅・相模原駅・橋本駅にお
いて、駅頭キャンペーンを実施しました。 
　当日は、自治会関係者のほか、公益社団法人全日本不動産協会神奈川
県本部相模原支部、公益社団法人神奈川県宅地建物取引業協会相模北支
部、公益社団法人神奈川県宅地建物取引業協会相模南支部、公益社団法
人相模原青年会議所、相模原市立小中学校PTA連絡協議会、公益社団法
人相模原・町田大学地域コンソーシアム、さがまち学生Club、市職員と
いった大勢の皆様にご協力頂き自治会への加入を呼びかけました。

自治会活動は、地域の皆さんの協力で成り立っています！　　　　
地域の主役は皆さんです。皆さんの力でまちを元気にしましょう！
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22地区でまちづくり懇談会を開催!!22地区でまちづくり懇談会を開催!!

１　大沢地域の史跡・文化財等を活用した地域活性化
について
•笹野家住宅の国登録有形文化財登録後の活用に
ついて
•鳩川沿いの史跡等を活用した整備について
２　大沢地区内の道路問題の解消について
•幹線道路の整備について
•通学路危険箇所への対応について

１　「相模原市地域防災計画」の見直しについて
•避難所（一時避難場所、避難所等）のあり方に
ついて
•各防災関係機関との体制の検証について
•災害時における各防災関係機関との情報連絡体制
や市民等への情報伝達手段について
•相模原市地域防災計画の見直しサイクルについて
２　子どもの広場やふれあい広場の確保について
•子どもの広場やふれあい広場のための用地確保に
ついて
•子どもの広場やふれあい広場の計画的整備について
•子どもの広場やふれあい広場における防災倉庫の
設置基準の弾力的な運用について

１　地域における高齢者等の支援策について
•介護保険制度改正を見据えた地域の高齢者支援策
について
•福祉避難所の機能について
２　地域における防犯・防災対策について
•オレオレ詐欺対策について
•空き家対策について

１　誰もが安心して暮らせる地域づくりについて
•安心して暮らせる生活環境の整備について
•高齢者等に対する生活支援について
２　子どもたちが健全に成長できる地域づくりについて
•地域と学校の連携について
•子どもたちの安全確保について

１　道路、鉄道などの交通の整備を生かした新たな
まちづくりと観光交流の促進について
•まちづくりの拠点の整備と交通連絡強化について
•観光資源の整備・活用について
２　津久井地区の特性である自然環境の保全について
•ヤマビル対策について
•鳥獣被害対策について

１　地域における高齢者の支援について
•高齢者を取り巻くコミュニティについて
•独り暮らし高齢者や高齢者世帯の日常生活の支援
について

１　相模湖地区の活性化と魅力づくりについて
•相模湖駅周辺地区の活性化について
•子育て世代が安心して生活できる環境整備について
•圏央道整備に伴う観光産業等への影響と対応に
ついて

１　凶悪犯罪に対する対策について
•防犯機器の充実について
•交番機能の充実について

２　県道52号相模原町田・下当麻交差点付近の渋滞
について
•渋滞解消策について
•抜け道の安全対策について

１　地域活動の担い手づくり
•地域の負担感の解消について
•地区の文化・観光行事等への若い世代の参画促進
について
•地域活動の担い手を支援する制度の充実について

１　少子高齢化の中、藤野地区でできる取組みについて
•子ども達の健やかな成長について
•若者の結婚離れについて
•高齢者の社会参加について
２　農家民泊の推進について
•農家民泊に関する法的規制等について
•農家民泊実現の可能性について

１　若者世代の地域活動への参加について
•中学生ボランティアを育てる基盤のあり方について
•若者世代の地域活動の参加に対するその評価の
あり方について

２　空き家の放置問題とその対策について
•地域と行政の役割分担について
•空き家対策に関する支援制度について

１　相模総合補給廠の一部返還地の利用について
•15ヘクタールの返還地の利用について
•南北道路について
２　円滑な道路交通について
•幹線道路の整備について
•生活道路の交通安全対策について

１　地域の交流の場・活動の拠点づくりについて
•地域住民の交流の場の不足について
•高齢者が気軽に集える場所について
•高齢者の利用に配慮したふれあいセンターの整備
について

２　地域資源であるJAXAや大学との連携による地域
の活性化について
•JAXAや大学と連携した大野北地区のまちづくり
について
•地域の小中学校に宇宙や科学に興味を持ってもら
う事業について

１　防災訓練の強化と備蓄品の利用について
•防災訓練における市備蓄品の使用について
•医療救護について
•ボランティアの受入れと連携について
•自治会未加入者への対応について
２　民生委員・児童委員のなり手不足について
•民生委員・児童委員の業務の増加について
•災害時要援護者支援体制と民生委員・児童委員と
の連携について

３  地区子ども会育成連絡協議会（地区子連）等の加
入率の低下について
•加入率の低下等に対する捉え方
•加入率の向上等について

１　横山地区の災害時弱者支援体制の確立について
•各自治会における弱者支援団体の立ち上げについて
•災害時弱者支援組織の運営費補助金について
•災害時弱者支援活動の諸問題
２　地域交流事業の活性化とコミュニティ施設の確保
について
•自治会館の確保について
•地域交流事業の活動拠点としてのコミュニティ施
設等の確保について

１　子育て環境の改善について
•富士見小学校の校庭の拡幅等について
•子どもを取り巻く環境の改善について
•子ども会の活性化について
２　自治会加入促進について
•集合住宅に対する自治会加入促進について

１　相武台地区の「地域の拠点づくり」について
•グラウンドと体育館の利用について
•愛される施設の「愛称」について
•まちづくり区域の変更（拡大）について

１　地域での高齢者見守りについて
•シルバー 110番について
•高齢者の見守り支援策について
２　放課後の子どもの対策について
•児童クラブ対象学年の引き上げについて
•子どもたちの居場所づくりについて

１　田名地区の憩いの場所について
•相模川流域における魅力づくりと発信について
２　小田急多摩線の早期延伸等について
•交通政策審議会に向けた対応について

１　まちづくりの拠点整備について
•（仮称）上溝方面図書館について
•小田急多摩線延伸促進事業と相模線の複線化に
ついて

２　自転車をとりまく環境の整備について
•自転車運転のマナーと自転車利用者にも優しい
交通環境の整備について
•番田駅周辺の駅前広場や自転車駐輪場などの公共
施設の整備について

１　地域コミュニティの醸成について
•自治会加入促進と自治会未加入者の地域活動への
参加について
•マンション自治会の設立、住民の地域活動への
参加について
•災害時の地域コミュニティについて

１　防犯・防災について
•空き家対策について
２　交通安全について
•道路整備の促進について
•市道磯部大野をはじめ、歩車分離されていない
道路の安全対策について

大　沢
8/ 7㈭

大野中
8/ 8㈮

東　林
8/19㈫

橋　本
10/ 2㈭

津久井
10/ 3㈮

城　山
10/ 7㈫

相模湖
10/ 9㈭

麻　溝
10/10㈮

麻　溝
10/10㈮

新　磯
10/14㈫

藤　野
10/21㈫

光が丘
10/23㈭

小　山
10/24㈮

大野北
10/28㈫

清　新
10/30㈭

横　山
10/31㈮

中　央
11/ 4㈫

相武台
11/ 6㈭

星が丘
11/ 7㈮

田　名
11/10㈪

上　溝
11/11㈫

大野南
11/13㈭

相模台
11/14㈮

地　区 地　区 地　区議　　題　　名 議　　題　　名 議　　題　　名

　自治会が中心となるまちづくり会議の構成員と相模原市が意見交換や情報を共有し、地区のまちづくりを協働して考える場を設け、住みよいまちづくりを推進するために
「地区まちづくり懇談会」が、各地区で開催され、活発な議論が交わされました。
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蚕
影
山
と
は
茨
城
県
筑
波
の
蚕

影
山
神
社
か
ら
来
た
養
蚕
信
仰
で

す
。
田
名
地
区
で
は
か
つ
て
養
蚕

が
盛
ん
で
、
農
家
の
貴
重
な
収
入

源
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
蚕
は
気

候
や
種
（
た
ま
ご
）
の
具
合
に
よ

り
繭
の
収
穫
量
に
大
き
な
違
い
が

あ
る
た
め
、
人
々
は
蚕
の
こ
と
を

「自治会報　さがみはら」は、皆様の会報です。
自治会・地域での様々な活動・話題などの情報や
ご意見をお寄せください。

ご案内とお願い

相模原市自治会連合会事務局
☎ 042－ 753－ 3419

E-mail:info@sagamihara-jichiren.jp

お問い合わせ

自
治
会
報
さ
が
み
は
ら
編
集

広
報
部
会
員

星
が
丘
地
区

前
星
が
丘
公
民
館
長

小
泉　
　

博

No.53

住
民
の
団
結
力
で
乗
り
切
っ
た
戦
中
戦
後
の
星
が
丘

星
が
丘
地
区

は
、
約
75
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
の
井
戸

を
掘
り
給
水
塔
を
利
用
し
て
い
た

が
、ま
も
な
く
公
共
水
道
が
開
通
し
、

燃
料
は
近
く
の
雑
木
林
な
ど
で
枯
れ

枝
等
を
拾
い
利
用
し
て
い
た
。
風
呂

は
戸
建
て
に
は
あ
っ
た
が
二
軒
長
屋

に
は
な
く
、
隣
近
所
で
入
浴
さ
せ
て

も
ら
う
か
、
ド
ラ
ム
缶
、
た
ら
い
風

呂
の
ほ
か
上
溝
や
淵
野
辺
の
銭
湯
を

利
用
し
て
い
る
住
民
も
い
た
。
戦

後
、
昭
和
24
年
に
住
民
の
奉
仕
で
旧

陸
軍
の
施
設
か
ら
ガ
ス
管
を
堀
出
し

ガ
ス
会
社
が
接
続
し
、
相
模
原
で
い

ち
早
く
利
用
で
き
文
化
的
な
生
活
が

営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
自
治
組
織
も
、
入
居
ま
も
な
く
昭

和
18
年
に
﹁
星
个
丘
常
会
﹂
が
組
織

さ
れ
、
同
年
に
相
模
原
町
警
防
団
第

一
分
団
﹁
星
个
丘
警
防
部
﹂
も
結
成

さ
れ
た
。

　
住
民
の
協
働
に
よ
っ
て
、
安
全
安

心
の
星
个
丘
が
い
ち
早
く
出
来
上

が
っ
た
。
同
時
に
地
名
も
検
討
し
、

陸
軍
の
記
章
で
あ
る
星
と
夜
空
に
輝

く
星
に
あ
や
か
っ
て
﹁
星
个
丘
﹂
と

命
名
し
、現
在
は﹁
星
が
丘
﹂と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
住
民
の
団

結
力
と
隣
人
愛
は
、
素
晴
ら
し
い
も

の
が
あ
り
、
今
に
生
き
て
い
る
。

相模原町警防団第一分団「星ヶ丘警防部」

（故 都築 雅峯 氏画）「昭和18年の街並み」
中央給水塔の左側が西町、右側が仲町、
給水塔は現在の消防団詰所の位置です。

　

相
模
原
台
地
の
一
角
に
、
昭
和

14
年
、
相
模
陸
軍
造
兵
廠
の
従
業
員

の
集
合
住
宅
と
し
て
、
戸
建
て
と
二

軒
長
屋
の
計
６
２
７
戸
と
、
公
園
や

学
校
用
地
（
現
星
が
丘
小
学
校
）
も

企
画
さ
れ
た
。
昭
和
16
年
に
建
設
が

始
ま
り
、
同
17
年
末
に
入
居
が
始

ま
っ
た
。

　
当
初
の
生
活
に
つ
い
て
は
、
水
道

昨
年
、
相
模
湖
地
区
に
お
い
て

は
、﹁
自
主
防
災
力
向
上
事
業
交

付
金
﹂
を
活
用
し
、
災
害
時
の
安

否
確
認
と
救
出
活
動
を
迅
速
に
行

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、﹁
黄
色

い
小
旗
﹂
と
﹁
ホ
イ
ッ
ス
ル
﹂
を

各
単
位
自
主
防
災
隊
に
所
属
す
る

全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

昨
年
11
月
15
日
に
実
施
さ
れ
た

相
模
湖
地
区
防
災
訓
練
に
お
い

て
、
ひ
ば
り
放
送
に
よ
る
訓
練
ア

ナ
ウ
ン
ス
の
後
、
さ
が
み
は
ら
１

分
間
行
動
訓
練
（
身
の
安
全
確

保
、
出
口
確
保
、
火
の
元
確
認
）

を
行
っ
た
う
え

で
、
一
時
避
難
場

所
へ
の
避
難
の
前

に﹁
黄
色
い
小
旗
﹂

の
掲
示
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
黄

色
い
小
旗
の
掲
示

率
は
、
相
模
湖
地

区
の
配
布
全
世
帯

の
71
％
で
し
た
。

来
年
度
以
降
の

訓
練
に
お
い
て

は
、
更
な
る
掲
示

率
の
向
上
を
目
指

す
と
と
も
に
、
掲

示
さ
れ
て
い
な
い

世
帯
へ
の
実
際
の

﹁
お
か
い
こ
さ
ま
﹂﹁
お
こ
さ
ま
﹂

と
呼
ん
で
と
て
も
大
切
に
し
、
そ

こ
か
ら
、
養
蚕
信
仰
が
始
ま
り
ま

し
た
。

今
で
は
養
蚕
を
す
る
農
家
は
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
田
名
堀
之
内

自
治
会
館
の
庭
に
は
、
か
つ
て
盛

ん
だ
っ
た
養
蚕
信
仰
の
面
影
を
残

す
蚕
影
山
の
社
が
あ
り
、
本
殿
に

は
蚕
に
ま
つ
わ
る
伝
承
の
主
人
公

と
さ
れ
る
金
色
姫
（
こ
ん
じ
き
ひ

め
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在

で
は
、﹁
た
く
さ
ん
の
繭
が
と
れ

る
よ
う
に
﹂
と
い
う
願
い
の
代
わ

り
に
﹁
家
内
安
全・地
域
の
発
展
﹂

を
祈
願
し
て
、
春
と
秋
に
自
治
会

主
催
で
蚕
影
山
の
祭
礼
を
行
っ
て

い
ま
す
。

祭
礼
で
は
、
ご
神
体
を
ご
開
帳

し
、
蚕
影
山
の
お
念
仏
を
奉
納
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
春
の
祭
礼

は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
模
擬
店
、

子
供
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
、
富
く
じ

等
を
行
い
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
大
勢
の
方
が
楽
し
め
る
地
域

に
欠
か
せ
な
い
行
事
と
な
っ
て
い

る
と
共
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
る
た
め
の
大
切
な
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

相
模
台
地
区
に
は
、約
40
か
国・

８
０
０
人
の
外
国
人
が
住
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
人
た
ち
を
含

め
地
域
住
民
が
楽
し
く
交
流
し
て

地
域
が
活
性
化
す
る
よ
う
に
と
、

平
成
26
年
５
月
、
第
１
回
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
ま
し
た
（
地
域
活
性
化
事
業

交
付
金
活
用
事
業
）。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、
在
日

米
陸
軍
軍
楽
隊
に
よ
る
演
奏
の
ほ

か
、
カ
ン
ト
リ
ー
ダ
ン
ス
や
ジ
ャ

ズ
演
奏
、
和
太
鼓
や
鳴
子
踊
り
な

ど
に
、
来
場
者
は
、
静
か
に
聴
き

入
っ
た
り
、
手
拍
子
を
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
北
里
大
学

と
桜
美
林
大
学
に
よ
る
演
舞
は
、

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

模
擬
店
の
区
画
で
は
、
日
本
、

中
国
、
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
、
メ

キ
シ
コ
な
ど
の
料
理
や
民
芸
品
が

販
売
さ
れ
、
５
千
人
と
い
う
予
想

を
遥
か
に
超
え
た
来
場
者
の
た

め
、
午
後
１
時
に
は
売
り
切
れ
店

が
続
出
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
住
民
が
、
外
国

や
日
本
の
文
化
を
理
解
し
て
交
流

し
、
見
て
・
聴
い
て
・
感
動
す
る

と
と
も
に
食
べ
て
満
足
で
き
る
よ

う
な
祭
典
と
し
て
充
実
す
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

安
否
確
認
を
行
い
、
防
災
訓
練
へ

の
参
加
を
促
す
活
動
も
併
せ
て

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

そ
う
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
の
救
出
活
動
に
繋
げ
て
い
け

た
ら
、
減
災
に
大
い
に
役
立
て
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

安
否
確
認
を

迅
速
に
行
う
た
め
に

　
相
模
湖
地
区
自
治
会
連
合
会

会  

長
　
澤
塚
　
正
史

国
際
色
豊
か
な

祭
典
を
開
催

　
相
模
台
地
区
自
治
会
連
合
会

会  

長
　
坂
本
　
堯
則

黄色い小旗掲示訓練 黄色い小旗とホイッスル

蚕影山念仏の様子

蚕影山本殿（蚕影山神社）

蚕
影
山（
こ
か
げ
さ
ん
）の

祭
礼
が
交
流
の
場
に

田
名
地
区

自
治
会
法
人 

田
名
堀
之
内
自
治
会

　
　
会  

長
　
篠
﨑
　
幸
良

坂
本
　
堯
則
（
相
模
台
）

竹
田
　
幹
夫
（
星
が
丘
）

佐
藤
あ
つ
子
（
相
武
台
）

澤
塚
　
正
史
（
相
模
湖
）

阿
部
　
忠
夫
（
橋
　
本
）

落
合
　
勝
司
（
津
久
井
）

手
塚
　
　
淳
（
小
　
山
）

牛
尾
　
良
一
（
中
　
央
）

阿
部
　
明
博
（
光
が
丘
）

佐
藤
　
重
義
（
大
野
中
）

穂
苅
　
健
二
（
新
　
磯
）

嘉
松
　
　
晧
（
東
　
林
）

在日米陸軍軍楽隊による演奏

大学生による迫力ある演舞

子ども達による鳴子踊り


